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小学校理科に お けるオ ー セ ン テ ィ ッ ク概念に基づ い た指導 と評価
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1　 はじめ に

　本研究は，学習や評価に お けるオ
ーセ ン テ ィ ッ

ク概念に着 H し，汎用性を意識 した科学概念形成

を図る指導や評価に 関する実践的研究で あ る。

　筆者 らは これまで，オーセ ン テ ィ ッ ク ・ア セ ス

メ ン ト論に依拠 し，小学校理科にお ける評価問題

開発 の た め の 枠組み を導出し，そ の 妥当性 を明 ら

かに して きた （小川 ・松本，2009）。

　本発表 で は ，
オ
ー

セ ン テ ィ ソ ク ・ラ
ー

ニ ン グ等

の 先行研 究 （例 え ば
，
Allan

，
1999 な ど）か ら小学

校理科にお ける授業 （指導）の ための 枠組みを導

出し，そ の 有酬 生を実践的に検討する。

2　研究の方法

授業の た め の 枠組み を導出し，その 有効 1生を検

討するため に，次の よ うな方法で研究 を行 っ た。

（1）諸外 国 の ズ
ー セ ン テ ィ ッ ク ・ラー

ニ ン グ等 に関

す る先行研 究を整理 し，授業の た めの 枠組み を導

出した。（2）導出 した枠組み に 基づ い て ，小学校第

6 学年理科 「もの の 燃 え方」 を対象 と して ，単元

開発を行 っ た。（3）枠組み に基づ い て 授業を行 う群

（以下 ， 実験群）と従来型の 授業を行 う群 （以 ド，

統制群）に分けて ，授業実踐を行 っ た ． 実験群は

3 学級 96 人，統制群は 2学級 65 人を対象と した。

（4）両群に対し て，事前 ・事後調査 を実施 した。ま

た，単語連想法や面接法によ り，多角的に枠組み

の 有効性を検証 した。

3　枠組み の導出 と単元構成の 特徴

　導出 した枠組み は ，中核的なもの と して 覡 実

世界 との つ なが り」， 「活用 （高次思考）」， 「理

科学習内容準拠」 が あげ られ る 。

　これ らの枠組みに基 づ い た実験群 の 単元構成の

特徴は，単元の 導入 と単元末にある。単元 の 導人

と して ，実際に割 り箸を燃や寸活 動を取 り入れた。

また ， 単元末で は，身近な燃焼事例へ学習 した燃

焼の 3 要素を活用 して考える活動 を設定 した。こ

の 点が統制群 との 違 い とな る、、詳 細につ い て は，

発表時に報告する u

4　事前 ・事後調査の結果

　枠組み の 有効性 を多角的に検証 したが，本稿で

は 事前 ・事後調査の 結果 の みを報告する。

（1）事前調査
一

両群 の 等質性
一

　事前調査 と し て，質問紙 調査，及び片平 ら（2010）

が 開発 した科学的知識 の 活用を闍 う評価問題を実

施 した。また，昨年度 の 指導要録 の 評定か ら知識 ・

理解の成績比較を行 っ た。そ の 結果，両群問に有

意な差は認 め られず，等質で ある と判断 した 。

（2 ）事後調査

　単元終了後，両群に対 して 知識 ・理解テ ス ト及

び，活用型評価問題 （小川 ・松本，2009）を実施

した。両群 の 平均値と標準偏差を求めた結果は，

表 1
， 表 2 の 通 りで あ る。また，こ れ らの 結果に

基 づ い て t 検定 を行 っ た と こ ろ，両群間に有意な

差が認 め られた。

　　表 1 知識 ・理解 テ ス ト（200点満 点）の 結 果
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5　 おわ りに

　以上 よ り， オ
ーセ ン テ ィ ッ ク

・ラーニ ン グ等の

先行研究か ら理 論的視座を得て ，授業の ための 枠

組み を導出す る こ とができた。また，導出した枠

組み に基 づ い て単元開発
・実践を行い ，事前 ・事

後調査等を行 っ た結果，枠組み の 有効陸が確認で

きた。
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